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《アクション＆レガシープラン策定のための連携》

実務検討会議
各実務担当者それぞれが具体的なアクションを提案

専門委員会
具体的アクションを基に、アクション＆レガシープランを取りまとめるために意見交換

復興・オールジャパン
・世界への発信経済・テクノロジー文化・教育街づくり・持続可能性スポーツ・健康

【組織委員会】

【東京都】

東京都における
各分野のアクションを推進

【自治体】

各自治体における
各分野のアクションを推進

【政府】

政府における
各分野のアクションを推進

【文化団体・企業等】

各団体・企業等における
各分野のアクションを推進

１



ア
ク
シ
ョ
ン
＆
レ
ガ
シ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
報
告
に
向
け
た
検
討

2016年1月下旬

中

間

報

告

公

表

ア
ク
シ
ョ
ン
＆
レ
ガ
シ
ー
プ
ラ
ン
の
公
表

2016年夏

２

０

１

６

リ

オ

大

会

《２０２０東京大会文化プログラムのスケジュール（案）》

2016年秋

・文化・教育委員会
・ディスカッション・グループ
・「文化・教育」に関する実務検討会議

など

意見聴取・意見交換

・有識者からの意見聴取
・各ステークホルダーと
の意見交換

・国民からの意見の募集
など

2020年
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＜直前期＞

フェスティバ
ル展開

文化プログラム

＜KickOff～＞

全国各地、
津々浦々での展開



○ 文化プログラムのコンセプト（アクション＆レガシープラン）を策定（来夏）
○ OCOGマーク、ノンコマーシャルマークの作成（例：ロンドンの “inspire”マークなど ）
○ 全国的に文化プログラムを展開するため、様々な主体との協力体制の構築を検討

ＴＯＫＹＯ２０２０

ロンドン大会でも、コンセプトに合致する各文化的事業にノンコマーシャルマークを
付与し、文化プログラムを一体的に展開

マーク出典：London 2012 Olympic Games Official Report Volume3
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２０２０年までの４年間、様々な主体における多様な取組が
ＴＯＫＹＯ２０２０大会文化プログラムのコンセプトの下で一体的に展開

３

「ＴＯＫＹＯ２０２０大会文化プログラム（仮称）」を作成

＜ロンドン大会のノンコマーシャルマーク＞
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